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＜動機＞ 

 最近、マラソンで水分補給の際に,持つことができる水が使われた

ことを知った.だが,そのまま持ち運ぶには強度が足りないので,様々

な条件下でそれぞれどのような強度を持つのかを実験しようと思っ

た.また,１つにどれくらいの水が入っているのかも気になったので,

それも実験を通して確かめたいと思った. 

＜目的＞ 

  飲むのに十分な量の液体が必要なので,反応時間による中の

液体量の変化を調べる.また,持ち運ぶ際に,破れにくい膜を作

りたいと思った.そのために,反応時間とアルギン酸ナトリウ

ム水溶液の濃度による膜の強度の変化を調べる. 

＜実験方法＞ 

 製氷機でアルギン酸ナトリウム水溶液の氷を作り,乳酸カル

シウム水溶液と反応させる.(使用するアルギン酸ナトリウム

水溶液の濃度は 10,20,30,40,50ｇ/Ｌ,乳酸カルシウム水溶液は

10ｇ/Ｌもの.反応時間は 10,20,25,40,50,75 分である.) 作成

したいくらと,その中のゲルの体積をメスシリンダーを用いて

測る.また,自作の圧力計を用いて各人工いくらのつぶれにく

さを調べる. 

 

＜測定方法＞ 

反応し終えた人工イクラを切り,出てきた液体の体積をメスシ

リンダーで測り容積とする.また,その容積と膜の体積を合わ

せたものを全体の体積とする. 

＜人工イクラとは＞ 

 アルギン酸のゲル化を利用して生成されるカプセルのこ

と .アルギン酸塩は褐藻類に含まれるぬめり成分である .ま

た,2価以上の金属塩と反応しゲル化する性質をもつ. 

 今回の実験では“アルギン酸ナトリウム水溶液を乳酸カル

シウム水溶液に入れる”ことで生成している. 

＜結果＞ 

 結果 1：濃度別の容積/体積と反応時間の関係 

 

  

 
 結果 2：濃度別の強度と反応時間の比較   

 

＜考察＞ 

 結果 1から分かるように,実験したのは 75分までであり,そ

の期間にはあまり相関性は見られなかった.しかし,24時間後

には容積が 0になったことより,容積は徐々に減少していくと

考えられる. 

 結果 2より反応時間が長ければ長いほど膜の強度は増すこ

とがわかる.また,全体的に時間が 50分になると強度が急激に

上昇し,濃度別にみると,20g/Lの時の膜の強度が最も高くなっ

た.これはこの濃度の時アルギン酸と乳酸カルシウムがちょう

ど反応し膜が最も密になっているからと考えられる.よっ

て,20g/Lの反応時間 50分の時最も強度が高い. 

＜今後の展望＞ 

 今回の実験では時間的制限により 1時間半以上の期間の細

かいデータがとれなかった.だから次はより長い期間にわたっ

て実験を行いたい.また,考察を確かめるためには乳酸カルシウ

ム水溶液の濃度を変えての実験が適切と思われる.さらに,40

分から 50分の間により短い間隔で反応を取りやめることで急

激な強度の変化の詳細を調べることができるだろう. 
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